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会議事項 １ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

    （１）意見聴取事項 

    ① 栃木市消防庁舎整備基本構想（素案）について 

  （２）協議事項 

    ① 栃木市市民会議委員の推薦について 

    ② 栃木市子ども・子育て会議委員の推薦について 

  （３）その他（情報提供） 

    ① 真名子地区市有山林の造林事業について 

４ その他 

  （１）委員報告 

  （２）事務連絡 

５ 閉会 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴人の数 － 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

進行：事務局 

 

 

会長 

 

１ 開会（19:00~） 

 

２ あいさつ 

   大塚会長よりあいさつがあった。 

 



 

 

 

 

会長 

 

消防総務課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

消防総務課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 議事 

（１）意見聴取事項 

① 栃木市消防庁舎整備基本構想（素案）について 

〈説明〉 

担当課に対し説明を求める。 

 

   資料に基づき、栃木市消防庁舎基本構想（素案）の概要説明があった。 

   栃木消防本部及び各署所の庁舎（岩舟庁舎を除く）は、施設・設備の老 

朽化及び消防需要の変化に伴い狭あい化しており、また、昭和５６年の新 

耐震基準が施行される以前の建物であるため、近い将来予測される大規模 

な地震災害により防災拠点施設としての役割を適切に果たせない恐れがあ 

り、このような状況を早急に改善すべく、各庁舎整備の実現を図る必要が 

ある。 

こうしたことから、消防庁舎整備をしていくうえでの基本的な考え方を 

とりまとめ、パブリックコメントを経て、「栃木市消防庁舎整備基本構想」 

として策定し、来年度にはこの構想に基づき、より具体的・詳細な検討を 

行い庁舎整備の基本的な事項である「栃木市消防庁舎整備基本計画」を策 

定する予定である。 

［パブリックコメント］  

期間 平成２９年１０月２０日（金）～１１月２０日（月） 

    

〈質問・意見〉 

委員に対し質問、意見を求める。 

 

  西方地域と都賀地域に１つの分署を置くという案だが、そうすることで１ 

つの分署でカバーするエリアが拡がることになり、救急等の到着が遅くなる 

といった懸念はないのか。 

 

  ２つの分署が１つになることで、今までより現場に到着する時間がかかる 

地域が増えるということは当然のことだと思っている。地域の方々がそのこ 

とを不安視していることも承知している。１ヵ所になる前提として、車両と 

人員を集中するというような表現をさせていただいたとおり、現在は都賀、 

西方分署それぞれに、ポンプ車１台、タンク車１台、救急車１台を配置して 

いるが、分署が１つになった場合は、消防車については現在と同じ２台、救 

急車については２台配置し、同時に救急出動があった場合に備える予定であ 

る。火災に関しても、現在では救急車が出動している時に火災が発生した場 

合、消防車両が出せない状況であるが、そのようなことを解消するためにも 

人員を集中して配置し、同時に消防車両を出動できる体制をとった上で分署 

を１ヵ所にするということになるので、地域の方にはそのようにご理解いた 

だきたい。 

 



委員 

 

 

消防総務課 
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消防総務課 

 

 

委員 

 

消防総務課 

 

 

委員 

 

 

消防総務課 

 

 

 

委員 

 

消防総務課 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

  ただ１ヵ所にするということではなく、装備に関して充実した車両等の配 

置は考えていないのか。例えばはしご車を置くとか。 

 

  特殊車両については配置が難しい。 

  少し話はずれるが、これまで説明にあがった地域会議でもお話させていた 

 だいたが、資料中の栃木市の地図に、旧市町ごとの境界線が入っていますが、 

これは各分署の管轄エリアを示しているものではない。現在でも災害等があっ 

た場合には、一番近い署所の車両が出動する体制をとっていることから、こ 

の素案についても、栃木市全体を一つの管内としてお考えいただけるとあり 

がたいと思う。我々の方といたしましてもこの辺の周知が不足していると感 

じたのでお話をさせていただいた。 

 

  この都賀地域と西方地域で分署が１つになるということは決定事項なのか。

これからどうしましょうという話ではないのか。 

 

  適正配置調査を行い、現在の６署所体制から５署所体制にすることがいい 

だろうということで案としてまとめさせていただいている。 

 

  分署の適正位置というのはここでよいのか。 

 

  栃木市全体を管内エリアとして、過去の救急出動や火災出動等の実績を当 

てはめて出した位置がこの資料に示した位置である。 

 

  分署を１つにすることでコストがかからなくなるということを一番優先さ 

せているのではないか。 

 

  一番かどうかはわからないが、それも一つにはある。消防署のような施設 

 は数があればあるほど現場に到着する時間は短くもなるが、その辺の折り合 

いをどのへんにもっていくかということは難しいところではある。 

 

  具体的に都賀、西方地域の分署の適正な位置というのはどこになるのか。 

 

  まだ具体的に決まってはいない。この図に示されているところが適正位置 

ということになるので、その周辺で場所を選定していこうと考えている。 

 

  ２つあった分署を１つにするのであれば、先ほど言った特殊車両は配置で 

きないまでも、救急車を２台から３台にするとか、人員を多く配置するとか、 

主に関係してくる地域にメリットがないと同意を得るのは難しいのではない 

か。ただ減らすというのは不愉快である。 

 

  消防車両も減りますね。 



消防総務課 
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委員 

 

 

消防総務課 

 

 

 

会長 

 

 

 

  ただ単に車両を多く配置しても人員を確保できないと出動はできない。 

  今現在の出動態勢は各分署消防車両一台しか出動できない体制になってい 

る。今後は消防車両が同時に２台出動できるような体制にしていこうと考え 

ている。 

 

  西方地域では救急の出動回数が少ないというがそれは違う。西方では近く 

に西方病院があるからみんな直接行ってしまう。大平、藤岡、都賀、岩舟に 

は近くに大きな病院がないから救急車を呼ぶ。そのへんのことも加味して検 

討しないと適正配置とはいえないのではないか。 

  また、消防本部、栃木消防署の候補地検討の件だが、移転の際には 10,000 

㎡から 15,000 ㎡の敷地規模を想定しているとのことだが、検討結果は現在 

地とその隣接地、約 7,000 ㎡で整備するとしているが本当にそれでいいのか。 

今現在の消防署のように、出動の際に通行を止める必要があるような不便 

なところではなく、どこか広い敷地が確保できるところに移った方がよいの 

ではないか。 

  また、この素案では市の西部地域に分署がなく、西部地域は都賀、西方地 

域の分署が出動することになると思われる。東北自動車道や北関東自動車道 

での事故等についても同様で、都賀、西方地域の分署には救急車３台がくら 

い必要になるのではないか。そのあたりのことも文言として素案に入れてお 

かないといけないのではないか。 

一体、西方地域の現状はどうやって調べたのか。調査が甘いのではないか。 

 

  全く違う話になるが、放射線検知器のようなものを各署所に設置する予定 

はあるのか、また、それらの取り扱いに関する技能を習得するトレーニング 

を行うことは考えているのか。これからの時代、核テロもあるし、ミサイル 

のゴミが落ちてくるかもしれないし、核廃棄物のこともあるので、今後を考 

えた場合、そういったことに対応する設備や技能が必要になるかと思う。 

この構想に盛り込んで欲しいということではないが、そういったこともお 

含みいただければと思う。 

 

  この構想に関連することについては、今後どのような流れで進んでいくこ 

とになるのか。 

 

  今月下旬に市内各地域会議で説明をさせていただき、１０月２０日から１ 

カ月にわたりパブリックコメントを予定している。 

公表は来年２月～３月頃になる予定である。 

 

  他にご質問がなければ、担当課の方にはご退席いただく。 

  ありがとうございました。 

  それでは、意見聴取ですので、何か意見があるか。 

  特にご意見なければ、素案については了承するとしてよろしいか。 



各委員 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

事務局 

 

  異議なし。 

 

  それでは、栃木市消防庁舎整備基本構想（素案）については、適当と認め 

 ることとし、そのように回答する。 

 

（２）協議事項 

① 栃木市市民会議委員の推薦について 

   川島博委員を推薦することとした。 

 

  ② 栃木市子ども・子育て会議委員の推薦について 

    駒場委員を推薦することとした。 

 

（３）その他（情報提供） 

  ① 真名子地区市有山林の造林事業について 

    資料配布にて情報提供とする。 

 

４ その他 

 （１）委員報告 

   ・大塚会長より、栃木市地域会議連絡調整会議の会議結果報告があった。 

  

（２）事務連絡 

   ・平成２９年度栃木市地域自治交流会の出欠報告について 

   ・ふれあいパーククリーン作戦について 

・次回の地域会議開催予定 

１１月２２日（水）午後７時～ 西方公民館 

 

５ 閉会（~19:57） 

  以上で本日の会議は全て終了する。 

 

 


